
【参考資料】
BIM/CIMの取組状況



i-Constructionとインフラ分野のDXの関係

インフラ分野のDX（業務、組織、プロセス、文化・風土、働き方の変革）

バーチャル現場

デジタルツイン

建機の自動化・自律化

VRでの現場体験、3Dの設計・施工協議の実現

国土交通データプラットフォーム地図・地形
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ハザードマップ（水害リスク情報）の3D表示

AIを活用した画像判別
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建機メーカー建設業界
建設コンサルタント 等

ソフトウェア、通信業界
サービス業界

占用事業者

デジタルデータの連携リスク情報の3D表示により
コミュニケーションをリアルに
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AIにより交通異常検知の判断・点検等を効率化

特車通行許可の

即時処理

地下空間の3D化

所有者と掘削事業者の

協議・立会等の効率化

河川利用等手続きの

オンライン24時間化

ICT施工

コンクリート工の規格の標準化

施工時期の平準化

あらゆる建設生産プロセスでICTを全面的に活用
【３次元測量】 【ICT建機による施工】

BIM/CIM

受発注者共に設
計・施工の効率化・
生産性向上

定型部材を組み合わせた施工

平準化された工事件数

現状の工事件数

２か年国債・ゼロ国債の設定

i-Construction（建設現場の生産性向上）

自律施工技術・自律運転を活用した建設生産性の向上
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BIM/CIMとは
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○BIM/CIM（Building/Construction Information Modeling, Management）とは、
建設事業をデジタル化することにより、関係者のデータ活用・共有を容易にし、事業全体に
おける一連の建設生産・管理システムの効率化を図ることを言う。

情報共有の手段として、３次元モデルや参照資料を使用する。

＋

参照資料（2次元図面 等）

＋

参照資料（2次元図面 等）

＋

参照資料（2次元図面 等）

３次元形状データ
属性情報

（部材等の名称、規格等）

2次元図面、報告書等の
３次元モデル以外の情報

３次元モデル 参照資料

調査・測量 設計 施工 維持・管理

・ ・ ・

調査・測量

• 出来上がりイメージの確認
• 特定部（立体、干渉等）の確認
• 点検、走行シミュレーション

• 地形、地質の可視化
• 希少種等の生息範囲の
重ね合わせ検討

• 施工計画の検討
• 自動化施工、出来形管理
で活用

• 自動計測、記録
• 遠隔監視、診断

３次元モデルの活用 令和５年度から直轄土木工事で原則活用

対象範囲拡大、中小企業等への裾野の拡大を目指す



３次元モデルの活用事例
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関連業者による施工調整

○３次元測量、３次元設計により得られた３Dモデルを用いることで、調査・測量、設計、施工、維持管理の
建設生産プロセス全体の生産性向上が期待される

○３次元で視覚化されることで、関係機関との協議、施工関係者間の調整、地元説明等の円滑化にも寄与

現況点群データと３Dモデルを組み合わせ

３Dモデルを活用して視覚的に説明・調整 施工後のイメージを視覚的に説明することが可能

AR技術を活用し、完成形をリアルに再現

AR（拡張現実）技術により、タブレット画面に完成形を重ね合わせ
（写真提供）株式会社 第一土木

境界ライン

プレキャストL型擁壁

点群＋３Ｄモデル

ICT建設機械と連携した施工履歴の蓄積
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データ活用・共有による受発注者の生産性向上BIM/CIMの意義

将来像を見据えたR5原則適用の具体化

R5原則適用の実施内容
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品
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品

納
品
貸
与

貸
与

貸
与

貸
与

納
品
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品
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品
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測量者調査者予備
設計者

詳細
設計者

施工者 補修者点検者

〇 DS（Data-Sharing）の実施（発注者によるデータ共有）

〇 活用目的に応じた ３次元モデルの作成・活用

BIM/CIMとは

BIM/CIM（Building/Construction Information Modeling, 

Management）
とは、建設事業をデジタル化することにより、関係者のデータ活
用・共有を容易にし、事業全体における一連の建設生産・管理
システムの効率化を図ることを言う。
情報共有の手段として、３次元モデルや参照資料を使用する。

＋

参照資料（2次元図面 等）

＋

参照資料（2次元図面 等）

＋

参照資料（2次元図面 等）

３次元形状データ
属性情報

（部材等の名称、規格等）

参照資料
（2次元図面、報告書等の３次元モデル以外の情報）

３次元モデル

詳細設計、工事において、

一部の内容を義務化し、
取り組む

将来的なデータマネジメント
に向けた取組の第一歩とし
て、新たに取り組む

BIM/CIM原則適用に向けた進化



これまでのBIM/CIM活用業務・工事の実施状況等について
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累計事業数(令和３年度末時点） 業務：１４１７件 工事：８４６件 合計：２２６３件
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BIM/CIM活用業務・工事の推移（令和４年３月3１日時点）
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工事
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直轄土木工事では、令和５年度から原則として
小規模を除く全ての業務・工事でBIM/CIMを活用



今後の検討について
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• 令和５年度からのBIM/CIM原則適用により、中小規模の企業を含め裾野を拡大
• 令和６年度からのより高度なデータ活用に向けた検討を今後実施し、建設生産・管理システ
ムの効率化を目指す

建機の自動化・自律化

維持管理の高度化 出来形差分比較

CDE（共通データ環境）構築

完成イメージ
支障確認

多

少
データの活用度合
（コンピュータ化度合） 高低

適
用
数

人の作業が主 コンピュータによる処理が主

R5原則適用で
適用数を拡大 PTでの検討により

使い方の標準化を図る

R6以降は高度なデータ
活用を目指し拡大

将来に向けて
順次拡大を図る



ＩＣＴ施工導入に関する補助金等の掲載ページ
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令和４年１２月時点

国土交通省Ｈ.Ｐ ホーム>政策・仕事>総合政策>建設施工・建設機械

「ICT施工導入に関する補助金」
のバナーをクリック
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建設業協会

山梨県建設業協会

２月：６件 測量関係

日本測量調査技術協会

２月：６件

神奈川県建設業協会 熊本県測量設計コンサルタンツ協会

宮城県建設業協会 群馬県測量設計業協会

静岡県建設業協会 大分県測量設計コンサルタンツ協会

京都府建設業協会 島根県測量設計業協会

新潟県建設業協会 鳥取県測量設計業協会

富山県建設業協会

３月：６件
個別業団体

日本道路建設業協会

２月：４件
栃木県建設業協会 PC建協（本部＋関東）

埼玉県建設業協会 PC建協（九州支部）

大阪建設業協会 PC建協（東北支部）

福島県建設業協会 PC建協（中国支部） ３月：１件

福井県建設業協会 その他 全国建設技術センター等協議会 １月：１件

茨城県建設業協会

４月：３件岩手県建設業協会

北海道建設業協会

• BIM/CIMの普及に向けて、全国で講習会を実施
２７件実施予定 １月：１件、２月：１６件、３月：７件、４月：３件（令和５年１月２６日時点）

BIM/CIM講習会の実施状況


